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◎富山県の東端、新潟県との県境の町

●人口 １１，８７６人（高齢化率42.7％）

●世帯数 ４，７９４世帯

（H22町内全域過疎地域指定）

【東京からのアクセス】

●平成２７年３月１４日に北陸新幹線が開業！

●朝日町までは、最寄り新幹線駅「黒部宇奈月温泉駅」

から「あさひまちエクスプレス」で１５分

【朝日町ってこんなところ】

ココです

富山駅まで約２時間で到着！
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【朝日町ってこんなところ】

↑日本の渚百選にも
選ばれたヒスイ海岸

←舟川べりの春の風景
（春の四重奏）

●翡翠の原石を拾うことができるヒスイ海岸や

舟川べりの春の風景など

美しい自然と魅力ある

観光資源が満載です。

3

ビーチボール競技

７月“翡翠カップ”
ビーチボール全国大会

（令和元年度：150チーム、750名参加）

全国学生ビーチボール交流大会

９月 全国ビーチボール競技大会
（令和元年度：328チーム、1,590名参加）

「いつでも どこでも だれでも」
が気軽に楽しめる

発祥の地！

【朝日町ってこんなところ】
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朝日町の郷土料理

『秘密のケンミンＳＨＯＷ』

でもタラ汁街道が紹介されました。

タラ汁

【朝日町ってこんなところ】
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現在の状況
・１１路線 ４２本／日

・路線延長 １６２.７ｋｍ

・週５日（月～金）運行

・バス３台を使用 〔写真〕 ①３３人乗り（ポンチョ）

②１４人乗り（ハイエース） ③１４人乗り（ハイエース）
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令和元年
７月

地域公共交通優良団体
国土交通大臣表彰受賞

北陸中日新聞

町広報誌
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あさひまちバス導入の背景

• 平成４年から民間路線バスの縮小⇒廃止

（平成１６年４月に「愛本・市振線」が廃止：高速バスのみ）

（平成１９年１０月に富山市とを結ぶ高速バスが廃止）

• 「朝日町公共バス」の運行開始 （平成９年７月～）

以降、運行路線を段階的に追加

・ 町内の移動をより便利にするため、

平成２４年１２月より、京都大学の社会実験として

「あさひまちバス」運行開始
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・ 平成２６年４月～

朝日町公共バスとあさひまちバスを統合

⇒新「あさひまちバス」運行開始

○あさひまちバスの運行によって、

運行本数が大幅に増加（運行前６８/週⇒運行後３７８/週）

するなど、便利になりました。

（参考）

H26：378便/週 H27～29：265便/週

あさひまちバス導入の背景
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利用者数の推移

平成２４年１２月より６４ヶ月（５年４ヶ月）連続で対前年

同月の１日あたり利用者数を上回った。

朝日町における１日あたりバス乗車人数
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年間利用者数

年々利用者数が増加しており、平成２７年度には３万人を

超えました （平成２９年度は３万４千人超）

運行日数 利用者数
１日あたり
利用者数

対前年度
伸び率

平成２４年度 245 12,174 49.7 7.2%
平成２５年度 244 17,734 72.7 46.3%
平成２６年度 244 26,098 107.0 47.2%
平成２７年度 245 31,532 128.7 20.3%
平成２８年度 245 33,222 135.6 5.4%
平成２９年度 244 34,684 142.1 4.8%
平成３０年度 244 33,044 135.4 -4.7%
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あさひまちバスの特徴的な取組み
～なぜ利用者が伸び続けたのか～

１．利用しやすいダイヤ編成

２．徹底的な啓発活動

・泊駅を始発・終着点に統一（鉄道ダイヤ反映）
・パターンダイヤの導入と規則性を持った経路設定
・学生による聞き取り調査を反映した路線設定
・山回り便の設定 など

・運行システムの導入
・イベント臨時便の運行
・町広報誌やCATV、FaceBookでのお知らせ
・関係団体へ出向いての周知活動
・継続的な運行 など
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・毎年 年１回、

あいの風とやま鉄道の

ダイヤ改正にあわせて、

時刻表や運行路線を

改正しています。

・改正にあたっては、

路線の新設や統合を

行ったりして、利用者に

より便利に乗っていただ

けるよう努めています。
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運行システム

ＧＰＳを利用したバスの運行案内システム

（京都大学と民間企業が共同開発）

・主要バス停４箇所 （泊駅、ショッピングセンターアスカ、

あさひ総合病院、五叉路複合施設） にディスプレイを

設置し、運行情報をリアルタイムで表示。

デジタルサイネージ（ディスプレイ） あさひまちバス
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とやま
ロケーションシステム

県が主体となって
県内バス事業者と

コミュニティバス運行
市町村が連携して整備。

2019年11月18日
本格運用開始予定

地方創生推進交付金事業

あさひまちバス臨時便

イベント等の際に、臨時便を運行

・あさひまつり臨時便

７月のイベント

「納涼あさひまつり」の際に

会場往復バスを運行

・その他のイベント

地区での祭りなどでも会場往復バスを運行
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≪町広報誌・ケーブルテレビを使った周知≫

〇「広報あさひ」であさひまちバス特集記事を掲載。

〇ケーブルテレビであさひまちバス特集を放映

〇ケーブルテレビで「あさひまちバスニュース」

の放送開始（平成３０年８月、９月、１１月）

放送内容は「朝日町FaceBook」にも投稿

利用促進の取組み

広報あさひ
平成２９年２月号
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利用促進の取組み

≪各種団体等への周知≫

・朝日町いきいき連合会（老人クラブ連合会）

総会にて、あさひまちバス利用をＰＲ

・県立泊高等学校でバス利用促進ビラを掲出

・泊地区敬老会にて、バス利用をPR

≪その他≫

・小川温泉と最寄りのバス停を結ぶ連絡バス

の運行 〔小川温泉による送迎〕

・地域おこし協力隊による、バスイベントの実施

利用促進ちらし等
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利用促進の取組み
≪Ｈ２６≫ 乗って当てようキャンペーン

・利用者にアンケート調査を実施 （８月・１２月）

回答者には抽選で賞品を贈呈

≪Ｈ２７≫ バレンタインラッピング

・バスの車体にバレンタインラッピング

をして、運行（２月）

≪Ｈ２８≫ 低床・ノンステップバスの導入（３月）

・障害者、高齢者が乗りやすい低床・ノンステップ車両を１台導入

≪Ｈ２９≫ 障害者割引の開始（４月～）・障害者手帳所有者の運賃を半額

≪H３０≫マタニティパスの導入（４月～） 妊産婦のバス・タクシー利用助成

≪H31≫高齢者の運転免許証返納時の特典を割増し
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◎あさひまちバス運行社会実験

あさひまちバスの利用促進や路線再編の資料とするため、
土曜日の運行や新規路線運行について、期間を限定して運
行し、ダイヤ改正や路線網再編に向けたデータ収集を行っ
ております。

【 H30事業概要 】
●土曜日運行（１０月～１２月）
●冬期：朝日中～泊街中便（１２月～３月）
●大家庄分割運行（９月～１１月）

※地区による運行経路検討

利用促進の取組み
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朝日町では、、、

最後に

・財政支援制度を把握し周知する
・バス運行による効果を把握し周知する

継続的な運行の重要性⇔費用対効果

朝日町における今後の課題

朝日町では、、、

・人口減少
・高校の統合
・５ＧやＭａａｓの必要性を検討

地域の実情にあった取組みを！
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24大臣表彰にかかるあさひまちバス概要










